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論文内容の 要 1::. 国
この論文は鉄骨建築構造物に於ける溶接トラス節点の力学的な性状に関する研究をまとめたもの
で，次の 3 篇からなっている。
第 1 篇 リップ溝形トラス節点に関する研究
第 2 篇 部材相互を直接溶接した鋼管トラス節点に関する研究

















































































g , d のみを変数として節点の耐力 Pを与える実験式を求めてみた。この実験式は g の大きい範囲



























































本論文は，溶接トラス節点部分の挙動を，圧縮弦材と引張および圧縮 2 ラチス材とからなる K形の
節点部分を取出したものについて，研究した結果をまとめたもので，序言と 3 篇( 9 章〉の本文とか
らなっている。




















第 3 篇「スプリット T形鋼トラス節点に関する研究J (1 章〉で、は，スプリット T形鋼を，部材の
組合せと節点加工法をかえて，直接溶接して造った，各種のK型節点部分について，著者の加力装置
を使って，詳細な実験的研究を行ない，節点効率は節点部分の勇断変形・局部座屈・ラチス材に対す
る弦材の探れなどによって著しく低下(最低45%) するものでありこれを妨げる形式の節点がすぐれ
ていることを確め，また，比較のために，在来の山形鋼を鋲接した節点についても実験を行ない，山
形鋼れて重心線の空間的くい違いなどが大きく影響して，意外に節点効率の低い(平均約63%) こと
をも確めている。そのほか，節点効率を低下させる上述の原因を説明出来るような節点耐力計算法を
工夫し，また，節点加工々数・加工時間などを調べ，加工費を比較している。
本論文は，各種鋼材の溶接トラス節点部分を取出し，著者の工夫した加力装置を使って，広汎かっ
詳細な実験的研究を行なうことによって，在来見逃されていたトラス節点部分の挙動が大きく溶接ト
ラスの耐力を支配するものであることを見出し，耐力低下の原因となるその挙動を明らかにし，溶接
トラス節点に対する正しい考え方樹立に寄与する所の大きいものであり，この研究は，また，現在の
鋼構造学界で溶接接合部自身の挙動の問題を， 1 つの重要研究課題たらしめることに大きく貢献した
ものでもある。従って，本論文は博士論文として十分価値あるものと認める。
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